
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 ⽉ 30 ⽇に北海道⼄部町で回収された死亡野⿃から、⾼病原性⿃インフル 
エンザウイルス（H5 亜型）が検出されました。 
今シーズン、国内では、初めての確認となります。概要は以下のとおりです。 

    
 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

厳重警戒をお願いします︕︕ 
   

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 6 年 10 月 4 日発行 

国内の死亡野鳥から 

高病原性鳥インフルエンザウイルス検出!! 

１． 回収された死亡野⿃について 
回収場所︓北海道⼄部町 
野⿃の種類︓ハヤブサ 

    回収数︓１⽻ 
２． 経緯  

9 ⽉ 30 ⽇︓ハヤブサ 1 ⽻の死亡個体回収 
１０⽉ 1 ⽇︓A 型インフルエンザの簡易検査で陽性反応 
１０⽉ 4 ⽇︓遺伝⼦検査で⾼病原性⿃インフルエンザウイルス（H5 亜型）検出 

 

裏⾯へ続きます 

発⾒場所 

すでに本病のウイルスを 

保有した渡り鳥が国内に 

飛来している可能性あり!! 



 
 
 
 

飼養衛生管理基準を遵守し、 
農場へのウイルスの侵入を防ぎましょう 

最上家畜保健衛生所 
（休⽇・夜間も対応）   電話︓０２３３－２９－１３５７ 
                  

 野鳥等の侵入防止対策の徹底をお願いします!! 


